
パ セ リ ー う どん こ 病の発生状況 と 防除 251  

パセ リ ー うどんこ病の発生状況 と 防 除
こ " t� 1;(し

九州沖縄農業研究セ ン タ 一野菜花 き 研究部 小 板 橋

は じ め に

パ セ リ ー (Petmseliu1n crisþmn Nym.) は極め て 利 用

頻度の 高 い ハ ー フ.で， 家庭菜園 を 含 め て 日 本各地で生産

さ れ て い る 。 我 が 国 に お け る パ セ リ ー う ど ん こ 病 は

1989 年 に 初発生が報告 さ れ た 。 本 病 は 商 品 と し て 流通

す る 築や葉柄 に 発病す る た め ， わ ずか な発生で も 大 き な

被害 と な る 。 初発生が確認 さ れ た 後， 本病の発生 は拡大

し て い る と 考 え ら れ る が， 現在 ま での と こ ろ 本病に対す

る パ セ リ 一 品種の抵抗性差異や薬剤防除 に 関 す る 知見 は

ほ と ん ど得 ら れて い な し 三。 ま た ， 病原菌の セ リ 科他物 に

対す る 病原性 は ニ ン ジ ン と ヤ ブ ジ ラ ミ 以外 は 明 ら かでな

い。 そ こ で筆者の行 っ た パ セ リ ー う ど ん こ 病 に 関 す る 試

験結果 を紹介 し ， 今後の参考 に 供 し た い。

I 発 生 状 況

1 病徴 と 発生様相

本病菌の菌叢 は表生 し て 永続性で あ り ， 葉や茎の表裏

両面 に 白 い粉状の斑点 と し て生 じ る 。 菌援は展開中の新

薬 よ り も 展開後の成葉に現れ， 発病が進 む と 株全体が 白

く な り 被害 が著 し い (図ー1 ) 。 盛 ん に 生育 し て い る 上位

部 よ り も ， 実際に収穫す る 下位部の発生が多 く 被害が大

き い。 福岡県久留米市周辺 の 圃場 で は 春 か ら 発生 し始め

図 - 1 聞場に お け る パ セ リ ー う と・ ん こ 病の発生
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ま ん延 し て 激 し い被害が生 じ る 。 久留米市周辺 の パ セ リ

ー農家 は 自 家採磁 を 行 っ て い る が， 開花結実時 に 各部位

に 激 し く 発病 し て植物体 を 衰弱 さ せ 問題 と な る 。 盛夏に

は発生 は 治 ま る が， 秋 に は再度発生す る 。

2 分布状況

我が固 に お け る パ セ リ ー う ど ん こ 病 の初発生 は 1 983

年 に 香川 県 に お い て 確認 さ れ た (者rlllft守 ・ 十河， 1 989) 。

そ の後， 佐藤 は埼玉 県 と 千葉 県 で の発生 を 確認 し て い る

(佐藤， 1 999) 。 筆者 は 1 998 年 に 福 岡 県 に お け る 本病 の

発生 を{確認 し て お り (小板橋， 1 998) ， 現在 は か な り の

広範匹| で発生 し て い る と 考 え ら れ る 。 ま た ， I凌地 に お け

る 冬春 ノ 守 セ リ ー や 高 冷地 に お け る 夏ノ f セ リ ー い ずれの作

型 に も 本病が発生 し ， 問題 と な っ て い る 。

E 病 原 菌 の 特 徴

本試験 を 通 じ て 供試 し た 菌株 は ， 2001 年 10 月 に 福 岡

県久留米市の施設困場の tパ ン チ ・ パ セ リ ー' に 発生 し た

う ど ん こ 病の病�I 部 か ら 後述の手法で単胞子分離 し た も

の を 用 い た 。 1 989 年 の 都II崎 ・ 十河 の 報告 で は 本病菌 の

分生子や発芽管の形態で病原菌 を E1ysijJhe hemcLei DC. 

と 推測 し て い る 。 今回分離 さ れた う ど ん こ 病菌 の 形態 を

図 2 に 示 し た 。 ま た ， 平 田 ( 1942， 1 955) の 方 法 に 準

じ て 発芽管の形態 を 観察 し た (図-3) 。 本病菌 と 都崎 ・

十河の報告 な ら び に 我孫子 ( 1976) に よ る ニ ン ジ ン う ど

ん こ 病菌 E. hemcLei の比較 を 表 1 に 示 し た 。 久留米で

発生 し た 本病菌の分生子の大 き さ と 形態 は都II崎 ・ 十河の
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図 - 2 パ セ リ ー う どん こ 病的の分生子 と 分生子柄
パー は 1 00 μ111.
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報告 し た も の と ほ ぽ同様であ り ， 分生子 と 分生子柄の形

態 は セ リ 科植 物 に 発生す る E. !tel'ocle に よ く 似 る 。 し

か し， 閉 子 の う 殻 の 形 成 が認 め ら れ な い た め， 佐 藤

( 1999) に 従 い 本 病 原 菌 は 平 田 ( 1 955) の El')1sijJhe

þoか;goni 型 に属 す る Oidiurn sp と す る の が妥 当 で あ る

と 考 え ら れ る 。 本病の初発生か ら 現在 ま で閉子の う 殺の

形成の報告 は な く ， 今後の調査 ・ 研究が望 ま れ る 。

田 パセ リ ー う どん ニ 病菌の長期保存

筆者 は イ チ ゴ う ど ん こ 病菌の イ チ ゴ笑生苗に よ る 保存

法 を報告 し た (小板橋， 200 1 ) 。 同 様 な 方 法 でパ セ リ ー

う どん こ 病菌 も 長期保存 を行 う こ と がで き た の で紹介 し

た い。 用 土 を 詰 め た 直径 7 CI11， 高 さ 8 CI11 の 円筒形の ポ

リ カ ー ボ ネ ー ト ポ ッ ト を オ ー ト ク レ ー プ殺菌 し ， パセ リ

一種子の表皮 を定法で表面殺菌 し て橋砲 し ， 200Cの人工

気象器中で育苗す る 。 橋種 2 週間後の笑生首の子葉のー

か所に 素寒天培地上に落下 さ せ た 分生子 を1nt菌条件下で

有柄針 を 用 い て 単胞子接種 を 行 う 。 そ し て 20Tの人工

図 - 3 パ セ リ ー う ど ん こ 病ï:tïの分封 子 と 発:1PFi'

ノ マ ー は 50 μ111.

気象鴇 中 で発病 さ せ， 接種部位に 分生子の形成が確認で

き た も の を純粋な 菌株 と し た 。 こ れ を接種源 と し て増殖

さ せ た 菌 株 は 1 00C， 1 2 時 間 照 明 (2 . 000 Lux) の 条 件

下 に 置 く こ と で 5 か 月 以上 の保存が可能 で、 あ っ た (図-

4) 。

W パセ リ ー う どん こ 病菌の病原性

1 パセ リ 一 品種の抵抗性

日 本 で栽培 さ れて い る パ セ リ ー 品 種 に う ど ん こ 病菌 の

接種試験 を行 っ た 。 供試 し た 品種 は 'US パ ラ マ ウ ン 卜 '，
ε改良 US ノ マ ラ マ ウ ン ト '， ‘瀬戸 ノ f ラ マ ウ ン 卜 '， a エ ス タ

ーパ セ リ 一二 ‘ け さ おパ セ リ 一 二 ‘ け さ お 2 号ノ f セ リ -1

6 中 里ノ T セ リ - 1 a ビ ッ グ マ ウ ン テ ン グ ラ ン ド パ セ リ

ー マ ウ ン ト グ リ ー ン 二 ‘ カ ー リ ・ パ ラ マ ウ ン ト 二 ‘ニ

ュ ー ・ カ ー ル サ ン マ 一 二 ‘ エ ン リ ッ チ 1 4パ ン チ ・ パセ リ

ー'， t モ ス カ ー jレ ド ' の計 1 5 品 種 の 実 生 苗 を 用 い た 。 そ

の結果， す べ て の 品種が激 し く 発病 し， 抵抗性 を 示 す 品

種は認め ら れな か っ た。 本試験 は幼苗 に 対す る 人工接種

条件であ り ， 困 ;場 に お い て は ‘ グ ラ ン ド パ セ リ ー' や ‘改

図 - 4 長期保存中の パ セ リ ー う ど ん こ 病菌株

表 - 1 パ セ リ ー お よ びニ ン ジ ン に 寄生す る う と・ ん こ 病荏lの分生子世代の形態学的な比較

分生子 大 き さ (μm)

平均 (μm)

形

形成様式

フ ィ プ ロ シ ン体

発芽管の形状

菌糸上の付着然

分生子柄 細胞数

大 き さ (μm)

F'ool-cel l の大 き さ (μm)

パ セ リ ー う ど ん こ 病菌 Oidill1l1 sp 

供試I諸

30 . 7�56 . 3 x 1 3 .  3�20 . 5 

45 . 4  x 1 8 . 4  

円筒形~長打j円形

ÌI1�1:. 

111( 

EI)'slþlle 戸olyg叩l1i 1lli 

こ ぶ し状

3�4 

95 . 0� 1 58 . 3 X 8 . 3� 1 1 . 1  

32 . 1 �64 . 2  x 8 . 0�9 . 6 

都崎 ・ 十河 ( J989) 

35�55 x 1 4�20 

46 . 3 X 18 . 7  

円筒形~長楕円形

単生

現在

日)'siþhe 戸o!ygoui 型
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43 . 16 X 1 6 . 20 
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良 us パ ラ マ ウ ン ト ' に 本病が発病 し に く い と の 情報 も

あ り (河名， 私信) ， 今後 は 各品種の 闇場 に お け る 抵抗

性を検討す る 必要が あ る 。 パ セ リ ー と 同種であ る イ タ リ

ア ンパ セ リ ー に も 本病 は 激 し く 発病 し た 。

2 セ リ 科植物 に対す る 病原性

本病の伝染環 を解明す る た め に ， セ リ 科植物 に対す る

病原性 を 調査 し た 。 感染 し た 植物 は ニ ン ジ ン， フ ェ ン ネ

ル， デ ィ ル， チ ャ ー ピル， ホ ワ イ ト レ ー ス フ ラ ワ ー で い

ず れ も 激 し く 発病 し た 。 ニ ン ジ ン は 供 試 し た ‘ 金 港 四

寸'， ‘陽明五寸'， ‘ 国分鮮紅大長二 ‘ベ ビー キ ャ ロ ッ ト ' の

い ずれの品種 に も 感染 し た 。 都崎 ・ 十河の報告でパ セ リ

ー う ど ん こ 病菌 の感染が確認 さ れた ヤ ブ ジ ラ ミ に つ い て
は福岡県筑後市で採取 さ れた ヤ ブ ジ ラ ミ と 考 え ら れ る も

の と 茨城県つ く ば市で採取 さ れた オ ヤ プ ジ ラ ミ に 本病菌

は感染 し た 。 こ れ ら の材料 は 開花前の状態で採取 さ れた

幼植物であ り ， セ リ 科植物 の 同定 に は果実形態が重要で

あ る た め ， 今後果実の形態 に 基づ く 種の正確 な 同 定 を 行

う 必要 が あ る が， Torilis 属段階 で の 寄生性 は 確認 さ れ

た 。 感染 し な か っ た の は セ ル リ ー ， セ リ ， ミ ツ バ， コ リ

ア ン ダー， ブルー レ ー ス フ ラ ワ ー ， ピ ン ク レ ー ス フ ラ ワ

ー， ア シ タ パ な ど で あ っ た 。

本病菌の宿主範囲 は 多 種の セ リ 科植物 に わ た り ， こ れ

ら の 中 に は フ ェ ン ネ ルや デ ィ ル な ど我が固 に お い て う ど

ん こ 病の記載 の な い作物 も 含 ま れ る た め ， 今後本病菌 に

よ る 新病害 の う ど ん こ 病 の 発生が危 慎 さ れ る 。 佐藤 ら

(1996) は ア シ タ パ に お け る Erysiphe ρolygoni 型 の

Oidium sp. の発生 を 報告 し て い る が， 本病菌 は ア シ タ

パ に は感染 し な か っ た 。 今後 は ニ ン ジ ン う ど ん こ 病菌 の

E. heraclei を 含 め た セ リ 科植物 に 発生 す る う ど ん こ 病

菌の寄生性分化の研究 を行 う 必要 が あ る 。

V 防 除 試 験

パ セ リ ー う ど ん こ 病 に は現在の と こ ろ 炭酸水素 カ リ ウ

ム 水溶剤 と 炭酸水素ナ ト リ ウ ム ・ 銅水和剤 の 2 剤 の登録

が あ る 。 本病 に対す る 防除法 に つ い て 1998 年 当 時 に 本

病 に 唯一登録の あ っ た 炭酸水素 カ リ ウ ム 水溶剤の効果 を

調 査 し た 結 果 を 示 し た い。 野 菜 花 き 研 究 部 内 の 縦 17

m， 横 5 . 4 m， 高 さ 3 . 2 m の パ イ プハ ウ ス に ， パ セ リ ー

苗 ‘北 野 1 号' を 1998 年 10 月 1 3 日 に ー 畝 に 株 間 35

cm， 条 間 20 cm で 4 条 に 定植 し 3 畝 を 作 っ た 。 う ど ん

こ 病 の 自 然発病 が認 め ら れ な か っ た た め ， 1999 年 4 月

24 日 に 各畝の 4 か所 に 福 岡 県北 野 町 の 現地圃場 か ら 採

取 し た ‘北野 1 号' の擢病葉 を設置 し て 接種 を 行い， 初発

生の確認 さ れた 5 月 7 日 に 試験 を 開始 し た 。 炭酸水素 カ

リ ウ ム 水 和 剤 1 ， 000 倍 液 は 7 日 間 隔 で 3 回 散 布 し た

病発度

100 

ー・トー KHCO，処理

80 1- -0ー 無処浬

60 

40 

20 

0 

5 月 7 日 5 月 1 4 日 5 月 2 1 日 5 月 28 日

調査 日

図 - 5 パ セ リ ー う ど ん こ 病防除試験での発病度の推移
パー は標準誤差.

(KHC03 処理) 。 調査 は 5 月 7 日 か ら 一週 間 お き に 5 月

28 日 ま で 4 回 行 っ た 。 調 査 基 準 は 各 区 30 株 の 成 葉 1 0

葉 に つ い て 次 の調査基準 に よ り 調査 し ， 発病葉率， お よ

び発病度 を 算 出 し ， 防除価 を 求 め た 。

発病指数 0 : 病斑 を認め な い。

1 : 病斑が葉 の 1�5%未満 を 占 め る

2 : 病斑が葉面積 の 5�25% 未満 を 占 め る

3 : 病斑が葉面積 の 25�50%未満 を 占 め る

4 : 病斑が葉面積 の 50%以上

発病度 = æ (発病指数 × 薬数) /調査葉数 X 4} X 100

初発生が見 ら れた 後 に 本病 は 急速 に 圃場全体 に ま ん延

し ， 無処理 区 の発病業率 は 5 月 28 日 に は 96 . 3% に 達 し

た 。 無処理 区 に お け る 発病度 は 最終 調 査 の 5 月 28 日 に

は 87 . 9 と な り ， KHC03 処理区で は 53 . 2 で う ど ん こ 病

の抑制効果が認 め ら れた ( 図ー5) 0 5 月 1 4 日 以 降 の 両 区

の 発病度 に は t 検定 に よ る 有意 差 (p = 0 . 05) が認 め ら

れ た 。 本剤処理 は 本病 に 対 し て 防 除効果が あ っ た が， 5 

月 28 日 の 防除価 は 39 . 5 で効果が低 い 結果 と な っ た 。 本

試験 に お い て は ， 本病の 急速 な ま ん延 に 対 し て 病勢の伸

展 を 止 め る こ と がで き ず防除が困難 で あ っ た 。 現在 は 本

病 に 対 し て 炭酸水素ナ ト リ ウ ム ・ 銅水和剤 の 登録 も あ る

の で， 今後 は 両 剤 を 使 っ た 防除 試験 に つ い て 検討 し た
し � o
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お わ り に

本病 は 初発生が確認 さ れ て か ら 全 国 的 に 発生 が拡大

し ， 強度 な抵抗性 を 持 つ 品種がな い こ と や登録薬剤が限

ら れて い る こ と な ど か ら 難防除病害 と な っ て い る 。 本病

は パ セ リ ー栽培 に お い て 今後 さ ら に 問題化す る 恐れがあ

り ， 本病菌の所属， 感染経路， 防除法 な ど残 さ れた研究

課題 も 多 く ， 今後 と も パ セ リ ー を 含 め た セ リ 科植物 う ど

ん こ 病 に 関 す る 研究 を 進 め て い き た い。

本稿 を草す る に 当 た り ， セ リ 科植物の採取 と 同定 に ご

協力 い た だ い た 九州沖縄農研セ ン タ ー森田弘彦氏， パ セ

日ヌヨヨヨコ
or農薬安全使用基準」 の公表 に つ い て

農林水産省 は ， 4 月 26 日 付 け で農薬取締法 に 基 づ く
「農薬 の 使 用 時期 お よ び方 法 そ の他の事項 に つ い て 農薬
を 使用 す る も の が遵守す る こ と が望 ま し い基準j の一部
を 改正 し た 。
1 .  農薬残留 に 関 す る 安全使用 基準

( 1 ) 追加 ・ 変更 ( 18 農薬)
1 ) 農作物の追加 (3 農薬)

ア ゾキ シ ス ト ロ ビ ン剤 (殺菌剤 : ア ミ ス タ ー， へ リ テ
ー ジ) ， イ プ ロ ジ オ ン 剤 (殺菌剤 : ロ プ ラ - Jレ) ， TPN 
剤 (殺菌剤 : ダ コ ニ ー ル な ど)

2 ) 農作物等 (栽培方法) の 変更 (2 農薬)
ト ル ク ロ ホ ス メ チル剤 (殺菌剤 : リ ゾ レ ッ ク ス ， グ ラ

ン サ ー ) ， フ ル ト ラ ニ ル剤 (殺菌剤 : モ ン カ ッ ト )
3 ) 剤型の追加 (7 農薬)
DCIP 剤 (殺線虫剤 : ネ マ モ ー /レ) ， ア セ タ ミ プ リ ド

剤 (殺虫剤 : モ ス ピ ラ ン ) ， ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 剤 (殺
菌 剤U : 前 出 ) ， グ リ ホ サ ー ト ア ン モ ニ ウ ム 塩 剤 (除 草
剤 : ラ ウ ン ド ア ッ プ， ブ ロ ン コ ， ア グ ロ ク リ ー ン， 草当
番) ， グ リ ホ サ ー ト イ ソ プ ロ ピ ル ア ミ ン 塩剤 (除草剤 :
グ リ ホ サ ー ト ， ラ ウ ン ド ア ッ プ， ポ ラ リ ス な ど) ， ペ ン
ト キ サ ゾ ン 剤 ( 除 草 剤 : ベ ク サ ー ) ， ブ タ ク ロ ー ル 剤
(除草剤 : マ ー シ ェ ツ ト )

4 ) 使用期間 の変更 (3 農薬)
酸化 フ ェ ン ブ タ ス ズ剤 (殺虫 剤 : オ サ ダ ン ) ， フ ルパ

リ ネ ー ト 剤 (殺虫剤 : マ プ リ ッ ク ) ， ト リ シ ク ラ ゾ ー ル
剤 (殺菌剤 : ビ ー ム )

5 ) 使用回数の変更 (3 農薬)
MEP 淘IJ (殺虫剤 : ス ミ チ オ ン な ど) ， ダ イ ア ジ ノ ン

剤 (殺虫剤 : ダ イ ア ジ ノ ン ， エ キ ソ ジ ノ ン ) ， ア セ タ ミ
プ リ ド 剤 (殺虫剤 : 前出)

6 ) 使用方法の追加 (2 農薬)
ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル剤 (殺虫 剤 : コ テ ツ ) ， カ ル プ ロ パ

ミ ド 剤 (殺菌剤 : ウ ィ ン )
( 2 ) 安全使用 基準 の 削 除 (2 農薬)
ト ラ ロ メ ト リ ン 水 和 剤 の 茶 (殺 虫 剤 : ス カ ウ 卜 ) ， 

MEP 微量散布剤の稲 (殺虫剤 : 前出)
2. 水産動物の被害の防止 に 関 す る 安全使用 基準

フ ル ア ク リ ピ リ ム剤 (殺虫剤 : タ イ タ ロ ン ) 追加

リ 一 品種 に 関す る 情報 を い た だ い た 千葉県農業総合研究

セ ン タ ー河名利幸氏， パ セ リ 一種子 を 分譲 い た だ い た 種

苗管理セ ン タ 一 久留米分室 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ る 。
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3. 航空機 を利用 し て 行 う 農薬の散布 に 関 す る 安全使用
基準

ジ ク ロ シ メ ッ ト 剤 (殺菌剤 : デ ラ ウ ス ) 追加

0農薬登録保留基準の一部改正 に つ い て
環境省 は ， 農薬取締法 に 基づ く 「農薬登録保留基準J

の一部 を 平成 14 年 4 月 24 日 付 け で改正 し ， 公布 日 か ら
適用 し た 。
1 .  作物残留 に係 る 農薬登録保留基準

チ オ ジ カ ル ブ剤 (殺虫剤 : ラ ー ビ ン) 米 0 . 2 ppm， み
か ん 0 . 5 ppm， み か ん 以 外 の か ん き つ 類 10 ppm， 第一
大粒果実類 2 ppm， 第二大粒果実類 3 ppm， 小粒果実類
1 ppm， 第一葉菜類 2 ppm， 第二葉菜類 2 ppm， 根 ・ 茎
類 0 . 5 ppm， い も 類 0 . 2 ppm， 大豆 0 . 2 ppm， て ん さ い
0 . 2  ppm， 茶 20 ppm に 変更。

ア セ タ ミ プ リ ド 剤 (殺虫剤 : 前出 ) 小麦以外 の 麦 ・ 雑
穀 0 . 2 ppm， 第一大粒果実類 1 ppm， 第二大粒果実類 l
ppm， 小粒果実類 5 ppm， 第一果菜類 1 ppm， 第二果菜
類 2 ppm， さ や 付 未 成 熟 豆 類 5 ppm， 第 二 葉 菜 類 5
ppm， 根 ・ 茎類 0 . 1 ppm， 鱗茎類 0 . 2 ppm， い も 類 0 . 5
ppm， 大 豆 以 外 の 豆 類 2 ppm， て ん さ い 0 . 2 ppm に 変
更。

エ マ メ ク チ ン安息香酸塩剤 (殺虫剤 : ア フ ァ ー ム ) 小
麦以外の麦 ・ 雑穀 0 . 1 ppm， み か ん 0 . 1 ppm， 第一大粒
果実類 0 . 1 ppm， 小粒果実類 0 . 1 ppm， 第一果菜類 0 . 2
ppm， 第 二 果 菜 類 0 . 1 ppm， さ や 付 未 成 熟 豆 類 0 . 1
ppm， 第二葉菜類 0 . 5 ppm， 根 ・ 茎類 0 . 1 ppm， い も 類
0 . 1  ppm に変更。

イ ン ド キ サ カ ル ブ MP 剤 (殺虫 剤 : ト ル ネ ー ド ) い
ち ご 1 ppm， ピ ー マ ン 1 ppm， ト マ ト 0 . 5 ppm， な す
0 . 5 ppm， 第一葉菜類 1 ppm， だ い こ ん の 葉 5 ppm， ブ
ロ ツ コ リ ー 0 . 2 ppm， レ タ ス 1 ppm， ね ぎ 2 ppm， 根 ・
茎 類 0 . 1 ppm， い も 類 0 . 1 ppm， て ん さ い 0 . 1 ppm に
変更。

カ ル フ ヱ ン ト ラ ゾ ン ヱ チ ル 剤 (除草剤 : ノ 、 ー デ ィ ) み
か ん 0 . 1 ppm， 第 二 大 粒 果 実 類 0 . 1 ppm， 小 粒 果 実 類
0 . 1  ppm を追加。

ト ル フ ェ ン ピ ラ ド 淘u (殺虫剤 : ハ チ ハ チ ) 第二果菜類
2 ppm， 第一葉菜類 0 . 5 ppm を追加。
(45 ペ ー ジ に続 く )
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